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(57)【要約】
【課題】皮膚に化粧製品を塗布するための塗布具を提供
する。
【解決手段】皮膚に、具体的には目蓋に、化粧製品を塗
布するための塗布具であって、塗布具部材(10)を備え、
前記塗布具部材(10)が、その外面における凹所(12)と、
前記凹所(12)から前記塗布具部材(10)の遠位端に向かっ
て延在する実質的に平坦な主小面(20)を有する塗布具先
端(15)とを有する、塗布具。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　皮膚に、具体的には目蓋に、化粧製品を塗布するための塗布具（２）であって、塗布具
部材（１０）を備え、前記塗布具部材（１０）が、その外面における凹所（１２）と前記
塗布具部材（１０）の遠位端に向かって前記凹所（１２）から延在する実質的に平坦な主
小面（２０）を有する塗布具先端（１５）とを有する、塗布具。
【請求項２】
　前記主小面（２０）が、前記遠位端（２５）まで延在する、請求項１に記載の塗布具。
【請求項３】
　前記塗布具部材（１０）が、長手方向軸（Ｘ）に沿って延在し、前記主小面（２０）が
、前記長手方向軸（Ｘ）に対して角度αで傾斜した軸（Ｚ）に沿って延在し、前記角度α
が、好ましくは０°から６０°の間であり、さらにより良いのは０°から４５°の間であ
り、なおもさらにより良いのは２°から２５°の間である、請求項１または２に記載の塗
布具。
【請求項４】
　前記主小面（２０）が、前方からの外観において２つの直線状の縁（３５ａ、３５ｂ）
を有し、前記２つの直線状の縁（３５ａ、３５ｂ）が、前記塗布具先端（１５）の前記遠
位端（２５）に向かって収束し、かつ好ましくは互いの間に２°から４５°の間の角度β
を形成し、前記主小面（２０）が、具体的には、前方からの外観において水滴形または三
角形の全体の形を有する、請求項１から３のいずれか一項に記載の塗布具。
【請求項５】
　前記凹所（１２）が、隆条部によって前記主小面（２０）に連結され、前記主小面（２
０）の長手方向軸Ｚと前記凹所（１２）とは、前記凹所（１２）と前記主小面（２０）と
の接合部において互いの間に、３０°から１４５°の間、さらにより良いのは８０°から
１３０°の間の角度ηを好ましくは形成する、請求項１から４のいずれか一項に記載の塗
布具。
【請求項６】
　前記凹所（１２）が、窪み（３０）を形成し、前記窪み（３０）が、前記主小面（２０
）から前記塗布具部材（１０）の近位端（４８）の方向に延在し、かつ好ましくは前記塗
布具部材（１０）の前記近位端（４８）までは延在せず、前記窪みが、具体的には、側方
からの外観において丸みを帯びた形を有する、請求項１から５のいずれか一項に記載の塗
布具。
【請求項７】
　前記塗布具先端（１５）が、前記主小面（２０）から前記塗布具先端（１５）の背部（
４３）に向かって延在する少なくとも２つの平坦な副小面（４０ａ、４０ｂ）を有し、前
記副小面（４０ａ、４０ｂ）が、好ましくは、互いに対して傾斜している、請求項１から
６のいずれか一項に記載の塗布具。
【請求項８】
　前記塗布具先端（１５）が、その前記主小面（２０）から離れている面において、前記
塗布具先端（１５）の背部（４３）を形成する背面（４５）を有し、前記背面（４５）が
、好ましくは、具体的には、前記主小面（２０）の縁（３５ａ、３５ｂ）に、または、請
求項７に記載の副小面（４０ａ、４０ｂ）に連結される、請求項１から７のいずれか一項
に記載の塗布具。
【請求項９】
　前記背面（４５）が、少なくとも錐状部または円筒部によって画定されている、請求項
８に記載の塗布具。
【請求項１０】
　前記背面（４５）が、切り欠き（６１）を備える、請求項８または９に記載の塗布具。
【請求項１１】
　切り欠き（６１）が、前記塗布具部材（１０）の長手方向軸Ｘと平行な方向に沿って測
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定されるとき、好ましくは２ｍｍから３ｍｍの間にある長さｌにわたって、前記凹所（１
２）と重なる、請求項８から１０のいずれか一項に記載の塗布具。
【請求項１２】
　把手部（５）を備え、前記把手部（５）にはその端（６０）に前記塗布具部材（１０）
が設けられている、請求項１から１１のいずれか一項に記載の塗布具。
【請求項１０】
　前記把手部（５）が、中空であり、かつ前記化粧製品を収容する貯留部を形成し、前記
塗布具部材（１０）が、その近位側に装着端片（２３）を備え、前記塗布具部材（１０）
の前記装着端片（２３）が、少なくとも部分的に、好ましくは全体が、前記把手部（５）
の開口（１１）に挿入され、かつ少なくとも部分的に前記貯留部中へ延在する、請求項９
に記載の塗布具。
【請求項１１】
　前記把手部（５）が、直線状または曲線状であり、具体的には、平面（Ｍ）において曲
げられており、前記主小面（２０）が長手方向軸（Ｚ）に沿って延在し、前記軸（Ｚ）が
、具体的には、前記把手部の前記曲げの平面（Ｍ）にある、請求項９または１０に記載の
塗布具。
【請求項１２】
　前記塗布具先端（１５）が、前記把手部（５）の一方の端（６０）から延在し、前記把
手部（５）の前記端（６０）が、その前記塗布具先端（１５）との接合部において長手方
向軸（Ｔ）に沿って延在し、前記主小面（２０）が、前記軸（Ｔ）とゼロではない角度θ
を形成する軸（Ｚ）に沿って延在し、前記角度θが、好ましくは２０°から９０°の間で
あり、さらにより良いのは３０°から７０°の間であり、なおもさらにより良いのは５０
°から７０°の間である、請求項９から１１のいずれか一項に記載の塗布具。
【請求項１３】
　窪み（３０）における前記塗布具部材（１０）の厚さｅが、０．５ｍｍから１０ｍｍの
間であり、さらにより良いのは１ｍｍから５ｍｍの間である、請求項１から１２のいずれ
か一項と請求項８から１０のいずれか一項とに記載の塗布具。
【請求項１４】
　請求項１から１３のいずれか一項に記載の塗布具（２）と、塗布される製品を収容する
容器（１００）と、を備え、前記容器（１００）が、前記塗布具（２）と別個である、組
立体。
【請求項１５】
　請求項１から１３のいずれか一項に記載の塗布具（２）により、化粧製品（Ｐ）を、皮
膚に、具体的には目蓋に塗布するかまたは軽くたたくステップであって、具体的には、前
記塗布具（２）でラインを描くステップを含み、前記主小面（２０）の長手方向軸（Ｚ）
が、好ましくは、前記目蓋の縁とおおよそ平行に位置決めされ、前記遠位端（２５）が顔
の外側の方へ向けられるか、または、顔の外側に向かう跳ね上げ（Ｖ）を伴って前記ライ
ンを伸ばすために前記塗布具（２）が前記ラインの端において若干上向きに傾斜される、
メークアップ方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、皮膚に、具体的には目蓋に、化粧製品を塗布するための塗布具と、それに対
応するメークアップ方法とに関する。
【背景技術】
【０００２】
　目蓋にラインを引くために、メークアップペンシルを使用することが知られている。
【０００３】
　塗布される製品を収容する貯留部と、製品を塗布するための柔軟な塗布具部材とを備え
、塗布具部材が貯留部から分離している目蓋をメークアップするための装置も、具体的に
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は特許文献１および特許文献２から知られている。これらの装置では、塗布具部材は、製
品を保持するために、起毛とされ得る、もしくはフェルトから作られ得るプラスチックの
先端によって、または、製品を保持するための毛細状の溝を備える先端によって形成され
る。塗布具部材は、きめ細かいブラシの形態であってもよい。
【０００４】
　貯留部と、先端を有する塗布具部材とを備え、塗布具部材に容器から容器の壁の圧縮に
よって製品が供給される装置も、具体的には特許文献３から知られている。
【０００５】
　このような装置の場合、使用者は、鉛筆と同じ方法でラインを引くために、製品が含ま
れた先端を目蓋の一方の側に当て、それを他方の端まで移動する。
【０００６】
　しかしながら、均一なラインを、特にラインの全長に沿って一定の太さで引くことは、
比較的難しい。これは、使用者が、ラインを引く間に先端を多かれ少なかれ強く押し当て
る傾向があり、そのため、先端が、大きな度合いまたは小さな度合いで目蓋へと押し潰さ
れるためである。その結果、目蓋に当てられる先端の幅、延いては引かれるラインの幅が
変わってしまう。きめ細かいブラシの場合も、均一である細いラインを得ることは、同じ
くかなり難しい。
【０００７】
　さらに、使用者が同じように押し当てることは決してないため、両方の目蓋に同一のラ
インを引くのは非常に難しい。具体的には、使用者は、目蓋ごとに手を替え、不器用な方
の手が使われる結果となるか、または、両方の目蓋に同じ手を用い、2つの異なる動作を
実行するかのいずれかを強いられる。
【０００８】
　アイライナー構成物を異なる手の動作で目蓋に塗布するための他の種類の塗布具が、記
載されている。
【０００９】
　特許文献４は、所望の設計の形を有するパッドの形態である皮膚への塗布のための装置
を開示している。パッドには、貯留部に圧力を加えることで化粧製品が供給される。
【００１０】
　特許文献５には、塗布される製品を収容する容器と、容器から製品が供給され、皮膚の
上を移動させることなく、皮膚に、具体的には目蓋に模様を形成することを可能にする開
口を画定する表面とを備える、化粧製品を包装および塗布するための装置が記載されてい
る。
【００１１】
　特許文献６は、遠位端において離間され、塗布具表面を形成する安定化要素によって一
体に連結される2つの腕部を備える、目蓋のための塗布具であって、塗布具表面が皮膚に
接触し、1回の塗布で所望の模様を形成するために変形する塗布具を開示している。
【００１２】
　特許文献７は、皮膚と接触する柔軟な塗布具によって一体に連結される2つの部品にあ
る製品を塗布および包装するための装置に関し、部品のうちの一方は、貯留部を形成し、
化粧製品を収容し、部品のうちの他方は、貯留部における開口を閉じるためのキャップを
形成する。
【００１３】
　特許文献８および特許文献９は、塗布される製品を分注するための孔が貫通している平
坦な塗布面を備える塗布具を教示している。
【００１４】
　最後に、特許文献１０には、唇、皮膚、または爪のための塗布具が記載されており、特
許文献１１は、皮膚および唇のための塗布具を教示しており、いずれの塗布具も、平坦な
塗布具面と、この塗布具面に隣接する凹所とを備える。
【００１５】
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　これらの装置は、多種多様な異なるメークアップの結果を得ることを可能にせず、使用
者の目の形態に十分に適合せず、および/または、具体的には目の外側の隅において、特
定の効果、具体的には点で終わる上向きの跳ね上げを作り出すことを可能にしない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１６】
【特許文献１】FR-A-2633256
【特許文献２】FR-A-2412287
【特許文献３】米国特許第4370989号
【特許文献４】WO99/55187
【特許文献５】EP1669003
【特許文献６】米国特許第6508255号
【特許文献７】EP1466540
【特許文献８】FR2966332
【特許文献９】特開2014-4084
【特許文献１０】米国特許出願公開第2007/0017544号
【特許文献１１】FR2917584
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１７】
　具体的には目蓋のためのメークアップ装置をさらに向上する必要性があり、具体的には
、使用者の目の形態に適合する一方で、望む場合に、両方の目に対称のメークアップを得
ることを可能にし、作り出されるラインを容易に仕上げることを可能にする装置から便益
を得る必要性がある。目の外側の隅に、立ち上がる外向きの跳ね上げ効果を作り出すこと
ができる装置に関心もある。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　本発明は、皮膚に、具体的には目蓋に、化粧製品を塗布するための塗布具であって、塗
布具部材を備え、その塗布具部材が、その外面における凹所と、凹所から塗布具部材の遠
位端に向かって延在する実質的に平坦な主小面を有する塗布具先端とを有する、塗布具を
提案することで、これらの必要性の全部または一部を満たすことを目指している。
【００１９】
　以下の記載では、主小面の前方からの外観とは、主小面を向く方向で観察される主小面
の外観のことを言っている。塗布具部材の側方からの外観とは、塗布具部材の長手方向軸
と直交し、主小面と平行な方向で観察される塗布具部材の外観のことを言っている。
【００２０】
　「塗布具先端」という表現は、化粧製品を塗布することを可能にすると共に、その厚さ
と幅の両方が細くなっている塗布具の一部分を意味すると理解される。
【００２１】
　「塗布具部材の遠位端に向かって凹所から延在する実質的に平坦な主小面」によって、
凹所が主小面の縁を画定することが理解されるべきである。
【００２２】
　前述の凹所は、好ましくは、隆条部によって主小面に連結される。これは、塗布表面を
明確に画定することに寄与し、そのため塗布の正確性を向上する。
【００２３】
　凹所は、好ましくは、一方の側では主小面によって境界付けられ、他方の側では塗布具
の後退面によって形成される。
【００２４】
　塗布具部材の尖った形は、化粧製品の正確な塗布を可能にする。これは、ラインをきれ
いに仕上げることと、望む場合に、外側の跳ね上げを容易に作り出すこととを可能にもす
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る。
【００２５】
　凹所と組み合わされた主小面は、広がりが使用者によって加えられる圧力から比較的独
立している塗布表面を有することを可能にする。
【００２６】
　凹所によって形成される分離は、主小面によって形成される塗布表面と塗布具の残りの
部分との間の明確な境界を作り出すことによって、塗布領域を明確に画定することを可能
にする。
【００２７】
　凹所は、例えば、化粧製品が分注されるのに通る開口と異なる。
【００２８】
　好ましくは、主小面の幅は遠位端に向かって縮小する。
【００２９】
　同じく好ましくは、主小面は遠位端まで延在する。これは正確な塗布を可能にする。
【００３０】
　好ましくは、塗布具先端の幅は、その全長に沿って、主小面の幅とおおよそ等しい。
【００３１】
　好ましくは、主小面は塗布具先端の全長に沿って延在する。
【００３２】
　主小面は、塗布具先端の遠位端において収束し、互いとの間に、好ましくは2°から45
°の間、さらにより良いのは5°から45°の間、なおもさらにより良いのは15°から30°
の間の角度βを形成する2つの直線状の縁を、前方からの外観において好ましくは有する
。
【００３３】
　主小面は、前方からの外観において、水滴形、または、具体的には五角形もしくは三角
形の全体の形といった多角形を有し得る。
【００３４】
　塗布具先端は、主小面から塗布具先端の背部に向かって各々延在する、少なくとも2つ
の好ましくはおおよそ平坦の副小面を有し得る。副小面は、好ましくは、互いに対して傾
斜し、例えば断面において互いとの間に5°から50°の間といった角度δを形成する。
【００３５】
　塗布具先端は、具体的には錐状部または円筒部によって画定される、塗布具先端の背部
を形成する例えば凸状の表面を備える背面を、塗布具先端の主小面から離れている面に有
し得る。この凸状の表面は、前述の副小面または主小面の側縁に連結され得る。塗布具先
端の背部は、塗布具部材の軸と、具体的には10°以下であり、さらにより良いのは5°以
下である、ゼロでない角度εを形成する長手方向軸に沿って延在し得る。
【００３６】
　変形では、塗布具先端の背部は、塗布具部材の軸と平行な方向に沿って延在し得る。
【００３７】
　塗布具の背面は切り欠きをさらに備え得る。
【００３８】
　切り欠きは側方からの外観において丸みを帯びた形を有し得る。
【００３９】
　好ましくは、切り欠きは、塗布具部材の長手方向軸に沿って、主小面に隣接する凹所に
対してずらされる。切り欠きは、好ましくは2mmから3mmの間にある長さlにわたって凹所
と重なり得る。
【００４０】
　長手方向軸に沿って延在する塗布具部材については、主小面は、塗布具部材の長手方向
軸に対して、好ましくは0°から60°の間であり、さらにより良いのは0°から45°の間で
あり、なおもさらにより良いのは2°から25°の間である角度αで傾斜した軸に沿って延
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在し得る。この傾斜は、製品を皮膚に塗布することをより容易にし、メークアップされる
皮膚の表面、具体的には、顔から、手をある距離にさせることができる。
【００４１】
　この凹所は、塗布具先端の長手方向軸の周りの区域だけの周りで延在し得る。
【００４２】
　一変形では、凹所が塗布具先端の長手方向軸の周り全体に延在し、前記軸の周りに一定
または非一定の断面を有し得る。
【００４３】
　好ましくは、側方からの外観において、主小面の長手方向軸と凹所とは、それらの接合
部において互いとの間で、60°から145°の間の角度η、さらにより良いのは80°から130
°の間の角度ηを形成する。
【００４４】
　凹所は、塗布具部材の近位端の方向で主小面から延在する窪みを形成し得る。
【００４５】
　好ましくは、窪みは塗布具部材の近位端までは延在しない。
【００４６】
　より好ましくは、窪みは、側方からの外観において丸みを帯びた形を有する。
【００４７】
　窪みにおける塗布具部材の厚さは、好ましくは0.5mmから10mmの間であり、さらにより
良いのは1mmから5mmの間である。
【００４８】
　塗布具部材は、その近位側において取付エンドピースを備えてもよく、取付エンドピー
スは、塗布具部材の長手方向軸に沿って延在することが可能である。
【００４９】
　取付エンドピースは、回転柱の形態であってよく、把手部または貯留部に受け入れられ
得る。
【００５０】
　塗布具部材は、多孔質材料から、具体的にはフェルトから作られ得る。
【００５１】
　塗布具部材は、ポリアミドとポリウレタン樹脂との混合物から、または、ポリオレフィ
ンから、具体的には、ポリエチレンから作られ得る。
【００５２】
　塗布具部材は、機械加工によって、具体的には、研削またはレーザー加工によって成形
され得る。
【００５３】
　塗布具部材は、エラストマから、具体的には、例えばHytrel(登録商標)といった、SEBS
またはポリエステルから作られ得る。
【００５４】
　塗布具部材、特に塗布具先端、具体的には主小面は、少なくとも部分的に起毛とされ得
る。
【００５５】
　塗布具は、端に塗布具部材が設けられた把手部を備え得る。
【００５６】
　把手部は、中空にすることができ、塗布される製品を収容する貯留部を形成し得る。先
に示したように、塗布具部材は、その近位側に取付エンドピースを備え、その取付エンド
ピースは、好ましくは少なくとも部分的に、さらにより良いのは全体が、把手部内で開口
の中に挿入され、少なくとも部分的に貯留部中へ延在する。
【００５７】
　塗布具部材は、把手部にオーバーモールドされ得るか、または、把手部と一体に成型さ
れ得る。
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【００５８】
　塗布具先端は把手部の一方の端から延在してもよく、前記端が、その塗布具先端との接
合部において、主小面の軸とゼロではない角度θを形成する軸に沿って延在することが可
能であり、角度θは、好ましくは20°から90°の間であり、さらにより良いのは30°から
70°の間であり、なおもさらにより良いのは50°から70°の間である。塗布具先端の背部
は、把手部の端の軸とゼロでない角度λを形成する軸に沿って延在し得る。
【００５９】
　把手部の端は、主小面の端から離れている塗布具先端の側に取り付けられ得る。
【００６０】
　塗布具は、把手部に取り付けられ、塗布具部材を覆う閉止キャップを備え得る。
【００６１】
　把手部は直線状であり得る。変形では、把手部は曲線状であり、具体的には、平面にお
いて曲げられている。
【００６２】
　主小面は長手方向軸に沿って延在してもよく、主小面の軸は、把手部の曲げ平面に含ま
れ得る。
【００６３】
　塗布具先端のこの長さDは、好ましくは3mmから20mmの間であり、さらにより良いのは5m
mから15mmの間である。
【００６４】
　主小面の最大幅lmaxは、好ましくは10mm以下であり、さらにより良いのは2mmから5mmの
間である。
【００６５】
　本発明の別の主題は、上記で定義したような本発明による塗布具と、塗布される製品を
収容する容器とを備え、容器が塗布具と別個である、組立体である。
【００６６】
　本発明の別の主題は、化粧製品を、皮膚に、本発明による塗布具で塗布するステップを
含むメークアップ方法である。
【００６７】
　この方法は、化粧製品を目蓋に塗布するステップを含み得る。
【００６８】
　製品は、皮膚に、具体的には目蓋に、塗布具で軽くたたくことによって塗布され得る。
【００６９】
　変形では、ラインは、皮膚に、具体的には目蓋に、塗布具で引かれ得る。
【００７０】
　好ましくは、主小面の長手方向軸は、塗布の間、目蓋とおおよそ平行に位置決めされ、
塗布具部材の遠位端は、顔の外側の方へ向けられる。この向きでは、塗布具部材の先端は
ラインの尖った端を引くことができる。
【００７１】
　ラインの端において、塗布具は、顔の外側に向かう跳ね上げを形成するために、若干上
向きに傾斜され得る。
【００７２】
　本発明は、その非限定的な図示の実施形態の以下の詳細な記載を読むことから、および
、添付の図面を精査することから、より良く理解され得る。
【図面の簡単な説明】
【００７３】
【図１】本発明による塗布具の斜視の部分的な図である。
【図２】図1からの塗布具の塗布具部材をより明確に示す図である。
【図３】矢印IIIに沿った図2の塗布具部材の部分的な図である。
【図４】矢印IVに沿った塗布具部材の側面図である。
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【図５】図3および図4のV-Vにおける塗布具先端の断面図である。
【図６】本発明による変形の塗布具先端の図5と同様の図である。
【図７】図2～図4における例の主小面の前方からの外観を示す図である。
【図８】本発明による変形の主小面の図7と同様の図である。
【図９】本発明による変形の主小面の図7と同様の図である。
【図１０】本発明による変形の塗布具の側方からの外観の概略図である。
【図１１】図10のXIに沿った上面図である。
【図１２】本発明による組立体を示す図である。
【図１３】本発明による塗布具で作り出されたメークアップの結果の例を示す図である。
【図１４】本発明による別の変形の塗布具の斜視の部分的な図である。
【図１５】図14の塗布具の図3と同様の図である。
【図１６】図14の塗布具の図4と同様の図である。
【図１７】図14の塗布具の背面図である。
【図１８】図16のXVIII-XVIIIに沿った塗布具先端の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００７４】
　図1は、把手部5と、軸Xに沿って延在する塗布具部材10とを備える、本発明による塗布
具2を示している。
【００７５】
　好ましくは、把手部5は直線状であるが、曲線状であってもよい。
【００７６】
　図1～図5における例では、把手部5は中空であり、塗布される化粧製品を収容する。把
手部5は貯留部として機能する。
【００７７】
　塗布具部材10は、把手部5において開口11の中に挿入され、化粧製品と接触するために
把手部5の中に少なくとも部分的に延びる取付エンドピース23を備える。
【００７８】
　塗布具部材10は、化粧製品を、具体的には毛管作用によって、塗布のために使用される
表面へと到達させるために、多孔質である。
【００７９】
　塗布具部材10は、例えば、多孔質材料であり、具体的にはフェルトである。
【００８０】
　塗布具部材は、ポリアミドとポリウレタン樹脂との混合物から、または、ポリオレフィ
ンから、具体的にはポリエチレンから作られ得る。
【００８１】
　塗布具は、把手部5に取り付けられ、それによって塗布具部材10を覆う、図示されてい
ない閉止キャップを備え得る。
【００８２】
　図2～図4に具体的に示しているように、塗布具部材10は、その外面において、凹所12と
、主小面20を有する塗布具先端15とを有する。主小面20は、凹所12から塗布具部材10の遠
位端25まで延在する。
【００８３】
　好ましくは、主小面20の幅lは、図2で見ることができるように、塗布具先端15の遠位端
25に向かって縮小する。
【００８４】
　長手方向軸Xでの所与の横座標における主小面20の幅lは、前方からの外観において、塗
布具先端15の幅を定めることができる。
【００８５】
　主小面20の最大幅lmaxは、好ましくは10mm以下であり、さらにより良いのは2mmから5mm
の間である。
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【００８６】
　塗布具先端15の長さDは、例えば3mmから20mmの間であり、さらにより良いのは5mmから1
5mmの間である。
【００８７】
　好ましくは、主小面20は長手方向軸Xに対して傾斜している。主小面20は、好ましくは0
°から60°の間、さらにより良いのは0°から45°の間、なおもさらにより良いのは2°か
ら45°の間の角度αを、軸Xと形成する軸Zに沿って延在する。
【００８８】
　図2および図3において見ることができるように、主小面20は、塗布具先端15の遠位端25
において収束し、互いとの間に、2°から45°の間、さらにより良いのは5°から45°の間
、なおもさらにより良いのは15°から30°の間の角度βを形成する2つの直線状の主縁35a
および35bを有する。好ましくは、縁35aおよび35bは軸Zに対して対称である。
【００８９】
　主小面20は、縁35aまたは35bの一方から凹所12へと各々延在する2つの直線状の副縁37a
および37bも備え得る。
【００９０】
　好ましくは、主小面20は、その軸Zに対して対称であり、図示しているように、実質的
に三角形の形を有し得る。
【００９１】
　図4および図5で見ることができるように、塗布具先端15は、主小面20から塗布具先端15
の背部43まで延在する2つの副小面40aおよび40bを備え得る。
【００９２】
　副小面40aおよび40bの幅は、好ましくは、遠位端25の方向に縮小する。断面では、図5
に示しているように、副小面40aおよび40bは、塗布具先端15の背部43の方向で収束し、好
ましくは互いとの間に5°から50°の間の角度δを形成する。
【００９３】
　塗布具先端15は、好ましくは、その主小面20から離れている面に背面45を有する。背面
45は、塗布具先端15の背部43を形成する、例えば図5に示した変形では錐状部といった、
外向きに凸状の表面であり得る。この凸状の表面45は副小面40aおよび40bに付着される。
【００９４】
　好ましくは、塗布具先端15の背部43は、その頂部において、例えば直線状である軸Qに
沿って延在し、塗布具部材10の軸Xと、10°以下であり、さらにより良いのは5°以下であ
る角度εを伴う錐状母線を形成する。
【００９５】
　塗布具先端15は頂角γを形成し、角度γは、塗布具先端15の背部43の軸Qと主小面20の
軸Zとの間に形成される角度であり、α+εと等しい。
【００９６】
　凹所12および主小面20は、互いとの間に隆条部13を形成し得る。
【００９７】
　好ましくは、小面20と窪み30とは、凹所12において、図4に示しているように、互いと
の間で、30°から145°の間、さらにより良いのは80°から130°の間の角度ηを形成する
。
【００９８】
　好ましくは、窪み30は、図4に示しているように、側方からの外観において丸みを帯び
た形を有する。窪み30の底は、例えば、0.5mmから3mmの間、さらにより良いのは1mmから2
mmの間の曲率半径rを有する。
【００９９】
　好ましくは、窪みの底における塗布具部材10の厚さeは、0.5mmから10mmの間であり、さ
らにより良いのは1mmから5mmの間である。
【０１００】
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　好ましくは、隆条部13は、図3で見ることができるように、直線状である。
【０１０１】
　取付エンドピース23は、好ましくは、把手部5における開口11へと導入するのをより容
易にするために、その端において面取り50を伴って、実質的に回転柱の形態の形を好まし
くは有する。
【０１０２】
　取付エンドピース23の直径Eは、例えば、2mmから20mmの間であり、具体的には2mmから1
0mmの間である。
【０１０３】
　図6に示した変形では、塗布具先端15は副小面を有していない。そのため、凸状の表面4
5は、主小面20の主縁35aおよび35bへと直接的に延在し得る。
【０１０４】
　図8に示した例では、主側縁35aおよび35bは、主小面20が三角形を有するように、遠位
端25から凹所12まで延在する。
【０１０５】
　図9に示した例では、主側縁35aおよび35bは、遠位端25から、凹所12を画定する縁まで
延在する。隆条部13は、曲線状の形、具体的には、1mmから10mmの間の半径pを伴う近位端
に向かう円形の凹状の形を有する。そのため、主小面20は、おおよそ水滴の全体の形を有
する。
【０１０６】
　図10～図12に示した変形では、把手部5は、曲線状の輪郭を有し、正中面Mにおいて曲げ
られている。
【０１０７】
　把手部5は、正中面Mにおいて、主小面20の側方に向かう凸状の湾曲の部分Aと、主小面2
0の側方に向かう凹状の湾曲の部分Bとを有する。
【０１０８】
　好ましくは、塗布具先端15は、図示しているように、把手部5の遠位端60から直接的に
延在する。好ましくは、塗布具先端15は、主小面20が把手部5の背部から離れる側にある
ように、その近位端の背部によって把手部5に取り付けられる。
【０１０９】
　把手部5の遠位端は長手方向軸Tに沿って延在し、主小面20が延在する軸Zは、軸Tと、20
°から90°の間、さらにより良いのは30°から70°の間、なおもさらにより良いのは50°
から70°の間の角度θを形成し得る。
【０１１０】
　凹所12は、一方の側では塗布具小面20によって境界付けられ、他方の側では把手部5の
遠位端60によって形成される。
【０１１１】
　隆条部13は、主小面20に対する傾斜の変わり目を表している。好ましくは、この例では
、塗布具先端15の背部の軸Qは、軸Tと、10°から90°の間、さらにより良いのは30°から
80°の間の角度λを形成する。
【０１１２】
　把手部5は、使用者が化粧製品の塗布の間に自身の手によって邪魔されないように、主
小面20の平面Sの下に全体が配置され得る。
【０１１３】
　塗布具部材10、さらにより良くは塗布具2は、好ましくは、弾性材料、具体的にはSEBS
またはポリエステルから作られ、その表面が起毛され得る。
【０１１４】
　把手部5は貯留部を収容していない。
【０１１５】
　製品は、図12に示しているように、塗布具2と別個である容器100に収容され得る。
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【０１１６】
　容器100は蓋105によって閉じられ得る。
【０１１７】
　塗布具2の使用の間、使用者は、所望のメークアップ効果が得られるまで、自身の皮膚
に軽くたたくことができる、または、塗布具2で1つまたは複数のラインを引くことができ
る。
【０１１８】
　例えば、目蓋への塗布の場合、図13に示しているように、使用者は、目の内側の隅C1に
おいて目蓋に主小面20を当て、そして主小面20を目蓋に沿って目の外側の隅C2に向かって
移動することで、ラインを引くことができる。
【０１１９】
　好ましくは、塗布具2は、その塗布具先端15が顔の外側の方へ向けられるように保持さ
れ、主小面20の軸Zは目蓋とおおよそ平行になる。このように取り扱うことで、ラインを
きれいに仕上げること、具体的には、塗布具先端15をラインの端で若干上方に向けること
で、図13に示しているように、立ち上がる跳ね上げVを作り出すことを可能にし、この跳
ね上げVは顔の外側に向かって細くなる。
【０１２０】
　図14に示した変形では、塗布具部材10は、端部23に隣接する円筒形の近位部22を備える
。凹所12は、図16で見ることができるように、一方の側においては円筒形の近位部22によ
って境界付けられ、また図15で見ることができるように、他方の側においては主小面20に
よって境界付けられる。
【０１２１】
　背面45は、図16に図示されている変形では、円筒形の部分を備える。塗布具先端の背部
43は、塗布具部材の軸Xと平行な方向に沿って延在し、つまり、γ=αである。
【０１２２】
　塗布具部材10は、さらに、少なくとも、塗布具部材の背面45が切り欠き61を備えるとい
う事実において、図1～図4に示した変形とさらに異なっている。
【０１２３】
　塗布具部材10の軸Xと垂直な断面では、背面45は、図18に示したように、面取りされた
円弧の形を有し得る。
【０１２４】
　切り欠き61は、図16に示しているように、側方からの外観において丸みを帯びた形を有
し得る。
【０１２５】
　切り欠き61は、好ましくは、切り欠き61が凹所12と重なる塗布具部材10の長さlにわた
って、塗布具部材10の厚さeが実質的に一定であるように、凹所12に対してずらされる。
【０１２６】
　長さlは、好ましくは2mmから3mmの間にある。
【０１２７】
　好ましくは、図16に表しているような側方からの外観において、塗布具部材10の背部43
に対する切り欠きの深さdは、背面45が、切り欠き61とそれぞれの副小面40aおよび40bと
の間の帯状の形の帯域62aおよび62bを呈するようになっている。
【０１２８】
　好ましくは、塗布具部材10の長手方向軸Xと平行な方向で測定される凹所12の長さLは、
5.5mmから7mmの間にある。
【０１２９】
　好ましくは、塗布具部材10の長手方向軸Xと平行な方向で測定される切り欠き61の長さS
は、6.5mmから7.5mmの間にある。
【０１３０】
　切り欠き61は、図17に示しているように、塗布具部材10の背側から見たときに、好まし
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くは水滴形を有する。
【０１３１】
　本発明はここで記載した例に限定されず、その特徴は、図示されていない変形の一部と
して、互いと組み合わされてもよい。
【０１３２】
　具体的には、塗布される製品を収容する曲線状の把手部を有することが可能であり、塗
布具は、多孔質材料から作られた塗布具部材を有する、または、塗布具は製品のための供
給路を備える。
【０１３３】
　「備える」という表現は、反することが明示されていない場合、「少なくとも1つを備
える」と同義である。
【符号の説明】
【０１３４】
　　2　塗布具
　　5　把手部
　　10　塗布具部材
　　11　開口
　　12　凹所
　　13　隆条部
　　15　塗布具先端
　　20　主小面
　　22　近位部
　　23　取付エンドピース
　　25　遠位端、近位端
　　30　窪み
　　35a、35b　主縁
　　37a、37b　副縁
　　40a、40b　副小面
　　43　背部
　　45　背面、凸状の表面
　　50　面取り
　　60　遠位端
　　61　切り欠き
　　62a、62b　帯域
　　100　容器
　　105　蓋
　　A　凸状の湾曲の部分
　　B　凹状の湾曲の部分
　　C1　目の内側の隅
　　C2　目の外側の隅
　　d　深さ
　　E　直径
　　e　厚さ
　　L　長さ
　　l　幅
　　lmax　最大幅
　　M　正中面
　　Q　軸
　　r　曲率半径
　　S　平面
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　　S　長さ
　　T　長手方向軸
　　V　跳ね上げ
　　X　長手方向軸
　　Z　軸
　　α　角度
　　γ　頂角
　　δ　角度
　　ε　角度
　　η　角度
　　λ　角度

【図１】 【図２】
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